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本資料における業績予想及び将来の予測に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき

判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績

は、さまざまな要因により、これらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。
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１．２０１２年度第２四半期決算の概要
（１）まとめ

ガス販売量は対前年１．９％増の１，８５１百万㎥、

ＬＰＧ販売量は同３．５％増の１９１千トン

売上高は、ガス販売量の増加に加え、原料費調整制度

の影響により対前年１３．６％増の２，３６４億円

経常利益は、スライドタイムラグのマイナス影響の縮小

により、対前年５２億円増の８７億円
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2011年度2Q 2012年度2Q

（百万m３）

（２）お客さま数・販売量

22.8℃ ±0℃22.8℃平均気温

1,817百万m3 1,851百万m3

工業用

商業用

その他

卸供給

家庭用

都市ガス ＋３４百万m3 （＋１．９％）

Ｌ Ｐ Ｇ

お客さま数＋3.0％： 324千件 →334千件

販 売 量 ＋3.5％： 185千トン→191千トン

2,313千件 2,332千件 （＋0.8％）

業 務 用 ＋４２百万m3 （＋３．１％）

需要開発などにより増加

卸 供 給 △４百万m3 （△２．５％）

家 庭 用 △４百万m3 （△１．５％）

春先の気温が前年に比べ高かった影響など
により減少
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（３）収支状況
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（注1） 原油価格(全日本CIF) ：2012年度2Q 114.0 ドル/バレル、 2011年度2Q 113.9ドル/バレル（0.1 ドル高）
為替レート(TTM)       ：2012年度2Q 79.4円/ドル、 2011年度2Q 79.7円/ドル （0.3円高）

（注2） 当期は特別損失に投資有価証券評価損11億円を計上

単位：億円

ガス販売量
（億ｍ3）

売上高

売上原価

供給販売費
一般管理費

経常利益

四半期純利益

2012年度
（２Ｑ累計）

増減率

18.5

2,364

1,623

655

87

49

2011年度
（２Ｑ累計）

増減

18.2

2,081

1,386

662

35

20

0.3

282

237

△ 7

52

29

1.9%

13.6%

17.1%

△1.1%

150.8%

145.4%



スライドタイムラグの影響 ＋１１５億円

料金改定の影響 △１０億円

その他 △５３億円

（４）経常利益 増減要因（対前年）

（2011年度2Q△165億円 ⇒ 2012年度2Q△50億円）

経常利益（３５億円⇒８７億円） ＋５２億円
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スライドタイムラグの影響 ＋２５億円

諸費用の下期への繰り下がりなど ＋１７億円

経常利益（４５億円⇒８７億円） ＋４２億円
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（５）経常利益 増減要因（対１Q時計画）

80

121

計画※

79

114

実績

△1為替レート（ＴＴＭ）

△7原油価格（全日本ＣＩＦ）

増減

＜参考＞4-9月の前提 （単位：$/bbl、円/$）

※ ７月以降は、原油価格120$/bbl、為替レート80円/$



180

△191

△ 39

△ 51

115

（６）財政状況

単位：億円
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総資産

純資産

自己資本比率

有利子負債

2012年度
（２Ｑ末）

2011年度
（期末）

増減

4,693

2,233

47.6%

1,628

4,928

2,243

45.5%

1,643

△235

△10

2.1
ポイント

△14

2012年度
（２Ｑ）

2011年度
（２Ｑ）

増減

181

△ 26

(154)

△104

49

△ 1

設備投資額

減価償却費

175

183

158

197

17

△14

（投資有価証券
評価益）

（201） （241） （△39）

△ 0

△164

64

△100

117

営業ＣＦ

投資ＣＦ

財務ＣＦ

（ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ）

現預金の増減額

(△165)

現預金期末残高

(△10)



２．２０１２年度の見通し
（１）まとめ
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ガス販売量は対前年１．５％増の４，００１百万㎥、
ＬＰＧ販売量は同０．６％増の４２２千トンを見込む

下期の原油価格１２０ドル/バレル、為替レート８０円/
ドルの前提で、売上高は対前年６．８％増の
５，１５０億円、経常利益は同４．６％増の１９０億円
を見込む

前提、利益は前回見通しを変更していない

（売上高は５０億円の下方修正）
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2,353 2,446
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3,500

4,000

2011年度 2012年度(見通し)

（百万m３）

（２）お客さま数・販売量

3,943百万m3 4,001百万m3

工業用

商業用
その他

卸供給

家庭用

都市ガス ＋５８百万m3 （＋１．５％）

※気温影響等を除くと＋２．８％
2,322千件

2,339千件 （＋0.7％）
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業 務 用 ＋９２百万m3 （＋３．２％）

燃焼分野を中心とした需要開発による増加

卸 供 給 △９百万m3 （△２．８％）

家 庭 用 △２５百万m3 （△３．２％）

気温影響による減少

＋0.4℃16.5℃16.1℃平均気温

Ｌ Ｐ Ｇ

お客さま数＋2.7％： 327千件 →336千件

販 売 量 ＋0.6％： 420千トン→422千トン



（３）２０１２年度の見通し
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7億円21億円為替レート 1円/$ 
6億円18億円原油価格 1$/bbl 
粗利益原材料費

【感応度(年間）】

79.1
114.2

2011年度（実績）

79.7
117.0

2012年度※

＋0.6為替レート

＋2.8原油価格

増減

【前提】 （単位：$/bbl、円/$）

単位：億円

ガス販売量
（億ｍ3）

売上高

経常利益

当期純利益

設備投資額

2012年度
見通し

2011年度 増減 増減率

40.0

5,150

190

120

390

39.4

4,823

181

85

325

0.6

326

8

34

64

1.5%

6.8%

4.6%

40.0%

19.8%

減価償却費 370 402 △32 △8.1%

※ 下期の原油価格120$/bbl、為替レート80円/$



（４）経常利益 増減要因

ガス販売量の影響 △１０億円

スライドタイムラグの影響 ＋９０億円

料金改定の影響 △２０億円

その他 △５２億円

（2011年度△170億円 ⇒ 2012年度△80億円）

経常利益（１８１億円⇒１９０億円） ＋８億円
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◆対前回見通し

経常利益（１９０億円⇒１９０億円） 変更なし

◆対前年



有利子負債残高

自己資本比率

株主還元
（上段：配当、下段：自己株）

2008～2012
平均伸び率

ＲＯＡ

設備投資(億円)

都市ガス(千件)

ＬＰＧ (千件)

都市ガス(百万㎥)

ＬＰＧ (千トン)

2013年度目標 <年平均伸び率>

2013年度目標

3％程度（2013年度）

1,800億円程度（2013年度末）

40％以上（2013年度末）

安定配当を基本

自己株取得の機動的実施

2009～2013年度計 1,770億円
<年平均354億円>

2,405 千件 <1.1％>

359 千件 <3.2％>

4,039 百万㎥ <1.9％>

440 千トン <1.5％>

【お客さま数】

【 販 売 量 】

【財務目標】
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＜参考＞中期経営計画目標の進捗

2009実績

2.1％ 2.9％

年８円

30億円

1,600億円程度

45％程度

1,710億円

43.6％

436 332 371
4年平均

325

2.5％程度

1,614億円

44.7％

2010実績 2011実績 2012見通し

2,307

320

2,295

317

0.6％

2.3％

2,322

327

2,339

336

3,910

416

3,627

397

2.1％

0.9％

3,943

420

4,001

422

390

2009実績 2010実績 2011実績 2012見通し

1.7％

1,643億円

45.5％

年８円

27億円
年８．５円 年９円予定


